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BMJ:

ロングコロナ調査：感染した医師の半数が、フルタイムで働けなくなっている

松崎道幸 道北勤医協ながやま医院 matsuzaki-m@dohoku-kinikyo.or.jp

【松崎雑感】

23年6月17日のコロナ情報で、ロングコロナ罹患者を「障害者」と認定して保

護対策を行うべきだというNEJMの論説を紹介しました。

今回のBMJの論説でも、コロナパンデミック中にコロナに感染した人々（医療

従事者に限らず）がロングコロナとなった場合、障害者と認定して必要な経済

的制度的サポートを行うべきだと述べられています。ポリオによる四肢運動麻痺

が障害認定されたことを想起しましょう。職業関連であろうとなかろうと、後遺障

害をもたらす感染症のアフターケアが必要です。
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コロナに感染した医師を対象とした調査の結果、18%が就労不可能となり、
感染前に57%だったフルタイム勤務率が、感染後は31%に減っていることが分
かった。

603名の回答者中、49%がロングコロナのために収入が減ったと答えた。この
調査は英国医師会が、ロングコロナ医師のサポート団体と共同で2022年12
月から23年1月に行われた。

回答者の54%が2020年のコロナ第一波で感染した。77%が診療の際に感
染したと思うと答えている。当時感染防止用具を使用できた医師はごく少数で
ある。

ちなみにFFP2マスクを入手できた医師は11%、FFP3マスクを入手できた医師
は16％だった（FFP1マスクは空気中の粉塵の80%、FFP2は94%、FFP3
は99%を除去できる。N95マスクはFFP2相当）



この調査報告には、今後必要な提言も述べられている。

一つは、就業中に感染してロングコロナを発症したヘルスケアワーカーとNHSスタ
ッフには労働災害と認定して経済的補償を行うべきだというものである。

報告書は「イギリス政府は、できるだけ早くロングコロナを職業関連性疾患と認
定して、医師とヘルスケアワーカーに経済的補償を行うべきだ」と述べている。

この3月に、労働組合会議（労働組合会議（Trades Union Congress
）は、イングランドおよびウェールズの労働組合におけるナショナルセンターである
。国際労働組合総連合（ITUC）に加盟している）は、ロングコロナを職業
病と認定すべきだと提言した。

2022年11月、政府に職業関連疾患に関する提言を行う労働災害諮問委
員会は、ロングコロナとなった医療労働者に労働災害給付を受ける権利を付
与すべきだと答申した。

ロングコロナとなった医師は、倦怠感、頭痛、筋肉痛、神経障害、関節痛、呼
吸困難など様々な症状に苦しんでいる。しかし、治療ケアにアクセスできる者は
少なく、医師の半数がNHSのロングコロナクリニックへの紹介を受けることができ
ていない。



英国医師会産業医学委員会共同代表レイモンド・アギウス氏は、政府には
パンデミック中に健康リスクにさらされたヘルスケアスタッフのこうむった障害を補
償する道義的責任があると述べている。

「コロナパンデミック中、医師たちは十分な感染防護具なしにウイルスにさらされ
た。このため大きな健康被害がもたらされた。

ロングコロナを発症した医師たちは、彼らにロングコロナをもたらした医療システ
ムから何の保証もないまま、ふたたび感染リスクの高い状況で働くことを余儀な
くされている。

何とか体調が改善して、就労可能となった医師に十分なサポートを行う必要
がある。

そして、職業的理由により感染しロングコロナとなり、収入が途絶え破産に追
い込まれている医師や医療スタッフに対する十分な経済的な補償をすべきで
ある」と語った。



Long Covid Doctors for Action代表で、自身もロングコロナを患ってい
るケリー・ファーンリー氏は、

「（政府から）裏切られ、完全に見捨てられている。NHS当局は、コロナに
感染せざるを得ない職場状況で我々を働かせた。そして、現在医療スタッフ
が大きく不足している。

これらの状況を考慮すると、ロングコロナとなった医療者の治療ケアを進めて
、再び就労できるようにできる限りの努力をすべきだ。

しかし法的にNHS当局に課せられているのは『リーズナブルな調整措置
reasonable adjustments』を実施することだけである。

したがって、余裕を持った仕事への復帰措置とか、交代勤務の柔軟な変更
などは含まれていない。そのために、職場を止めざるを得ない労働者が増え
ている」と語った。



保健社会福祉省の担当者は、ロングコロナの調査とケア対策のために5000
万ポンド（90億円）の予算を組んでいると語った。

「NHSスタッフは、general physician(総合医)あるいは100か所のロング
コロナ専門医の診療を受けられる。NHSはロングコロナの人々のケアのために
3億2400万ポンド（約600億円）を支出する予定だ」と述べている。
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